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　いつも、たくさんのお便りをありがとうございま
す。5月号でいただいたお便りをご紹介します。

●市民一人ひとりが、目配り気配りをできるように
　なってほしいと思います。今、世の中には悩みを
　抱えた人が多いと思います。わたしも、その中の
　一人です。家族の病気などのことで気が休まる日
　がありませんが、クイズで気を紛らわせています。

●合併して、広報紙をとても楽しみにしています。
　珍しい話題がたくさんあると思うと、わくわくし
　てきます。

●わたしが住んでいる三川内地区も、ことしで佐世
　保市編入50周年を迎え、さまざまな行事があり
　ました。今後、佐世保市がますます発展すること
　をお祈りいたします。

●5月号の特集「ふるさと再発見」は、新市の根を
　史跡に求めていて、機を得たりと感じました。妙
　観寺トンネルもちょうどよい時期に開通したと思
　います。「祝！合併」

●特集に載っていた、福井 洞窟 や 直  谷 城跡、 御  橋  観 
どうくつ なお や お はし かん

　 音 は、自宅から数分のところにあります。4月か
おん

　ら佐世保市民となり、史跡に恵まれたまちで生活
　でき、こんなうれしいことはありません。

●特集は、大変参考になりました。まだまだ、吉井・
　世知原地区の知らない場所や伝統行事などがたく
　さんあると思います。機会があれば、出掛けてみ
　ようと思っています。　

　問題の○中に文字を入れてください。答えのヒン
トは、紙面の中にあります。
　全問正解者の中から抽選で、毎月5人に図書券を
プレゼントします。紙面の都合上、発表は発送を
もって代えさせていただきます。

問題①　毎年夏に開催される「せちばる○○村」で
　　　　は、参加者は自然の中で自由に過ごします。

問題②　この夏に開催される、「させぼ○○○○○
　　　　フェスティバル」では、8月7日20時から花
　　　　火大会もあります。　

問題③　西海国立公園指定50周年記念式典では、　
　　　　50周年記念歌「九十九○○」が披露されま
　　　　した。　
　
※前回の答えは、①4　②伝言　③青島でした。
　たくさんのご応募ありがとうございました。

広報紙に対するご感想や日ご
ろ感じていることなど、お便りを
お寄せください。

はがきまたはEメールに答えと
住所、氏名、年齢、電話番号、広
報紙へのご意見を書いて、7月
23日までにお送りください。

●１２ 

　燃料電池自動車（FCV）とは、燃料に「水素」と
「酸素」だけを使って走る自動車です。

　自動車に積まれた燃料電池内で、水素タンクの水
素と空気中の酸素を化学反応させながら、発電した
電気でモーターを回して走ります。

　ガソリン車やディーゼル車と違い、出すのは水
（水蒸気）だけで、有害な排気ガスを一切出さず、
環境に優しい究極の低公害車と言えます。

　また、燃料電池自動車のモーターは、燃料電池内
で発電して回しており、排気音や振動が非常に小さ
く、走るときの音は大変静かです。

　燃料電池自動車は、自動車にバッテリー（電池）
を積んでその電気でモーターを回して走る電気自動
車と比べると、長時間充電しなくてもよいので、水
素燃料をいっぱいにすれば、長い距離を走ることが
できます。

　燃料電池自動車で使う水素燃料は、石油のほか水
や植物、生ごみなどからも作ることができます。将
来、石油が無くなっても燃料電池自動車を走らせる
ことができます。

　現段階では、燃料電池自動車は高額であり、水素
燃料を補充する水素ステーションがほとんど無いた
め、一般には普及していません。また、性能につい
てもさらに良くしていく必要があります。

　環境省では、燃料電池自動車について多くの国民
に正しく理解してもらい、今後の普及につなげてい
くため、地方自治体と協力して啓発活動を行ってい
ます。

　本市でも、「地球にやさしい燃料電池自動車・体験
キャラバン」（9ページ参照）で、燃料電池自動車な
どの展示や同乗会を開催します。ぜひ、実際に体験
してみてください。

●お尋ね　市環境保全課（�26-1787）

行政用語やカタカナ用語など
で、「耳にはするけど、よく分か
らない」というものがあれば、お
寄せください。

「燃料電池自動車」とは？

市政に対する建設的なご意見を、
書面でお寄せください。郵便番
号、住所、氏名、年齢、電話番号
を書き、「ご意見有用」担当あて
と明記してください。採用分に
は図書券を差し上げます。
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燃料電池自動車のしくみ

下記のコーナーもご応募をお待ちしています

懐かしい佐世保の写真とそれにまつわるお
話をお寄せください。住所、氏名、電話番号を
書き、「思い出の一枚」担当あてと明記してく
ださい。採用分には図書券を差し上げます。
お借りした写真は、郵送でお返しします。


